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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞

・木村　格治様～本人より希望あり、主食大盛りから普通盛りへ食事変更となる。

・坂本　恵様～本人より希望あり、本日夕から粥へ変更となる。

・聖前　富次郎様～本日排便-6日目。センナリド3T処方となる。

・2/1　10：00　　宮地　久美子様　Ａユニットより退院となる。

＜部屋移動＞

・柿本　栄子様～東Dユニット17号室→東Bユニット3号室へ移動となる。

＜隔離患者様ケース検討＞
・小林　浩哉様～終日隔離中。対面時、皆が心配で落ち着かない、皆助かったんですね等と話す事あり。声掛けには疎通良好。不調の訴えなし。引き続き、精神症状の観察をし、処遇改善を図れるよう介入していく。
・澤村　彬　様～終日隔離中。食事は自室で摂取。早食いだが嚥下状態は良好。室内を歩き回ることや寝具を自室外へ出そうとすることあり、介入している。介入への拒否や抵抗なし。引き続き、薬剤調整に伴う副作用症状に注意し、日常生活援助を行っていく。

・中川原　義雄様～終日隔離中。本日より開放観察開始となる。(10:00～11:00、14:00～15:00)午前中はホールにて整容行っているが気分高揚等なく過ごしている。｢気分が落ち込んでいます。一生ここなんですかね｣と話すことあり。引き続き、精神症状の観察をし、処遇改善を図れるよう介入していく。

＜要注目患者様ケース検討＞

・鳥谷部　洋次様～午前中、体温37．8℃、尿混濁有り、深澤Dr報告。抗生剤指示となり、セフトリアキソン1ｇ+生食100㎎・2回5日分処方となっている。バイタルサイン異常なし。

・寺地　啓喜様　～声高さ聞かれているが､自ら｢大丈夫です、我慢出来ます｣と話される。幻聴に対する訴えも聞かれない。

　　　　　　　　　
・柿本　栄子様～隔絶解除。1/31、22時準夜帯にて、自室内で転倒し右側頭部に3cm程の裂傷あり、当直医報告し、止血しているためガーゼ保護とし経過観察中としている。

・嶋守　京子様～隔絶解除となる。

・野田　敏治様～体温39.1℃。指示動作実施できず､自力での立位保持困難。10：40継続

指示のアンヒバ坐剤(200)1ヶ挿肛。自室にて対応している。

・池野　功一様～食事･排泄全介助要している。自力での座位保持困難。体温37.4℃。

＜深澤Dr診察状況＞

・澤田　真理様～センナリド、カルバマゼピン、リスペリドンOD中止。ロラゼパム3㎎→4．5㎎、マイスタン15㎎→30㎎インウェガ12㎎開始となり他同内容で７日分処方となる。

・大久保　すい様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

・小舘　アツ子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

・立花　栄子様～メマリー10㎎→15㎎へ増量。他同内容で７日分処方となる。

・柿本　栄子様～臨時薬同内容で７日分処方となる。発熱ないため隔絶解除となり、東B　　　　　　ユニット3号室へ移動となる。

・水梨　孝純様～臨時薬（エンシュアリキット）同内容で14日分処方となる。

・山谷　賢一様～血糖測定1日1検で7日間継続となる。

・荒谷　郁子様～血糖測定1日1検で7日間継続となる。

・鳥谷部　洋次様～DIV同内容で7日分処方となる。セフトリアキソン1g+生食100ml1日

2回5日分処方となる。

＜新入院患者様＞

日時：平成29年2月1日　13：30

　　　氏名：高橋　将一様

　生年月日：S55年5月23日　36歳

　　　性別：男性

　　主病名：アルコール依存症、社会不安障害

　　　病棟：東病棟

　入院形態：任意入院

　　主治医：伊藤Ｄｒ

　（経過）

　忘年会が終わり、年明けより断酒していた。H29.1.6にバス停で仰向けで倒れていたところを同僚に発見されている。CTでは軽度の脳萎縮、その他、レントゲン、心電図は異常なし。六ヶ所内科を受診中、間代強直性の痙攣が1分半出現している。自分では断酒出来ない為、入院したいと希望あり、アルコール依存症プログラム目的で、H29.2.1　東病棟Dユニット17号室へ任意入院となる。

・入院時、穏やかにオリエーテンション受けられている。解毒の為、点滴７日分処方となり、拒否なく施行している。

